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数学授業デザイン
平成１８年６月１９日（月）５校時
場 所 ３年１組
授 業 者 Ｔ１： 嘉 儀 純 哉

【本時の指導案】 Ｔ２： 西 山 和 志
《関心・意欲・態度》…………平方根の加法の結果が１つの数であることを調べようとする。
《数学的な見方や考え方》……自らの既有知識を基に、平方根の加法の結果が１つの数であることを考察することができる。
《数学的な表現・処理》………√２＋√５＝√２＋５でないことを文字式の展開を利用して、処理することができる。
《知識・理解》…………………√２、√５が１つの数であることを理解している。
学習のねらいと発問 学習形態 学 習 活 動 と 予 想 さ れ る 生 徒 の 反 応 教師の支援と援助・ 評価・配慮事項 準備物
１．課題の把握 Ｔ１：前時の授業を思い出させ（平方根のかけ算）子
「線分ＡＢの長さを 導 入 どもの思考を揺さぶる準備をしておく。
求めてみましょう。」 ２つの正方形を合わせたときの線分ＡＢの長さはいくら

だろうか。 ○黒板に２つの正方形を合わせて貼り、線分ＡＢの長 ◇２つの
さのイメージをつかめさせたい。 正方形

○図形から長さの感覚をとらえる。 知識・理解
○√２＋√５と表す生徒。 ●√２＋√５と表せるか。
●√２＋√５＝√７と表す生徒。 ◎√２＋√５と表し、計算しようとしているか。

Ｔ１：実際の数値を入れて、考えさせ思考を揺さぶる。

課 題 １ 関心・意欲・態度
√２＋√５＝√７となるか確かめよう。 ●既有知識を使って、調べようとしているか。

◎既有知識を使って、積極的に調べようとしているか。
２．課題の自力解決 ※√２＋√５と√７の大きさを比べようとする。
「√２＋√５を他の Ｔ２：√７と出した生徒には、電卓を渡して√２，√ ◇電卓
１つの数で表すことが ※１つの方法を見つけた生徒は、他の方法がないか考える ５、√７のそれぞれの近似値を出して等式が成り立た
できるか。」 ないことを確かめるようにする。

※グループになって自分の意見を発表する。
表現・処理

※グループで友だちの発表を聞いたり、教えたり、教わったりす ●近似値や数直線上に表すことで √２＋５とはなら
る。 ないことがわかるか。

３．問題解決
「グループになって ◎両辺を二乗して、√２＋√５＝ √２＋５が成り立
√２＋√５＝√７とし 【検証１】電卓で調べる。 たないことがわかるか。
てよいかどうか検証し √２＝１．４１４２３５６２………… Ｔ１／Ｔ２：両辺を２乗して成り立たないことがわか
てみよう。」 ＋ √５＝２．２３６０６７９７………… った生徒には、文字式を利用して成り立たないことを

３．６５０３０３５９………… 証明するように促す。

√７＝２．６４５７５１３１

【検証２】面積で考える。 Ｔ１／Ｔ２：近似値で確かめた生徒には、他の方法が
ないか（面積や２乗など）考えるように促す。

Ｔ１／Ｔ２：グループでの話し合いが活発になるよう
【検証３】両辺を２乗する。 にアドバイスをする。
左辺＝（√２＋√５）２ ＝７＋２√１０
右辺＝（√７）２ ＝７

４．課題整理 関心・意欲・態度
「√２＋√５を１つの ◎他の人の発表を聞いて、自分の考えを深めることが
数と見てよいか」 できたか。

【検証４】他の数を当てはめて考える。

※ 他のグループの発表を聞く。

５．発展の課題
√５＋√５は？
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研究授業までの過程
５月２９日（月）～６月２日（金）まで
第１時間目 Ｐ２７～Ｐ２８ 因数分解の文章問題 （Ｐ２９～３０は課題）
第２時間目 答え合わせ、平方根を作ろう【調べ・グループ学習】
第３時間目 面積１，４，９、２，５【グループ学習】

６月５日（月）～６月９日（金）
第４時間目 平方根Ｐ３４～３５
第５時間目 Ｐ３６～Ｐ３７
第６時間目 Ｐ３８～Ｐ４０

６月１２日（月）～１６日（金）
第７時間目 Ｐ４１
第８時間目 Ｐ４２～４３
第９時間目 Ｐ４４～４５


